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令和元年１１月（第２回）経営協議会議事要旨 

 

日 時 令和元年１１月２０日（水）１３時３０分～１５時５０分 

場 所 本部棟第一会議室 

出席者 １３／１５ 

（学外委員）亀山 郁夫，門野 八洲雄，伊東 香織，糸島 達也，小林 裕彦， 

加藤 貞則，梶谷 俊介の各委員 

（学内委員）槇野 博史（学長），高橋 香代（理事），佐野 寛（理事）， 

那須 保友（理事），渡邊 和良（理事），金澤 右（理事）の各委員 

欠席者 

（学内委員）なし 

（学外委員）板東 久美子，松田 正己の各委員 

 

議事に先立ち，新任の加藤委員の紹介があり，同委員から挨拶があった。 

 

○ 前回議事要旨の確認 

令和元年６月開催（第１回）及び９月持ち回り委員会の議事要旨（案）について，原

案のとおり承認された。 

 

○ 議事 

１ 審議事項 

（１）令和元年人事院勧告に準拠した対応について 

高橋理事から，資料１に基づき，令和元年人事院勧告の概要について説明があり，

これに完全に準拠して給与等の改定を実施することとしたい旨提案があり，審議の結

果，提案のとおり承認された。 

 

（２）入試手当の見直しについて 

高橋理事から，机上配付資料に基づき，これまで大学入試センター試験日の業務従

事職員に対し一律に定額の入試手当を支給していたが，より適正な勤務時間を管理す

るためこれを廃止し，実態に応じて超過勤務手当を支給することとしたい旨提案があ

り，審議の結果，提案のとおり承認された。 

 

（３）諸規則について 

【規則】 

① 国立大学法人岡山大学職員給与規則の一部改正 

② 国立大学法人岡山大学非常勤職員就業規則の一部改正 

③ 国立大学法人岡山大学役員給与規則の一部改正 

④ 国立大学法人岡山大学年俸制適用職員給与規則の一部改正 

高橋理事から，資料２に基づき，一部改正事項の概要及び改正理由について説明が

あり，審議の結果，原案のとおり承認された。 
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（４）令和元年 12 月期 期末特別手当に係る業績勘案率について 

高橋理事から，資料３に基づき，令和元年１２月期の役員の退職手当及び期末特別

手当への業績反映の仕組みについて説明があり，続いて，業績勘案率の概要について

提案があり，審議の結果，提案のとおり承認された。 

 

２ 報告事項 

（１）「国立大学改革方針」への対応について 

学長及び高橋理事から，資料４に基づき，「国立大学改革方針」に対する調書のうち，

「第４期以降も見据えた大学の将来構想」案の概要について説明があり，意見を伺い

たい旨発言があった。 

これに対し，地方の大学の定員は減らさないようにしなければいけない。そのため

にも，SDGs を先導的に推進する岡山大学の特色として，地域の産業とか文化歴史に

基づいているということは大変大事であり，岡山大学へ行けばどういう分野が凄く学

べるのかということをアピールした方がいいこと，SDGs の理念をどのように人文系

で展開し，人文的な方向性での目立ち方を意識することがより岡山大学を引き立てる

ということ，また，地域で学び直しが必要な人を受け入れる新しい大学の在り方を考

えてはどうか，また，「文理融合」という語句より中教審の議論を踏まえ「文理横断」

という語句を使用した方がいい旨の意見があり，様々な意見交換を行った。 

 

（２）国連ハイレベル政治フォーラムについて 

学長から，資料５に基づき，７月１５日開催の国連ハイレベル政治フォーラムにお

いて本学の SDGs の取組み状況を紹介したこと及びその概要について報告があった。 

 

（３）岡山大学統合報告フォーラム 2019 の実施報告等について 

高橋理事から，資料６に基づき，本学の統合報告書 2019 を作成し，１０月２６日開

催の統合報告フォーラムで配布したこと，並びに当該フォーラムの概要及びそのアン

ケート結果並びに統合報告書 2019 の内容について説明及び報告があり，続いて，学長

から，SDGs 入試の導入について検討していきたい旨発言があった。 

これに対し，岡山大学未来懇談会のメンバーに地域経済界の若手人材を加え大学の

在り方や地域の課題も検討するなどの取組みをしてはどうかとの意見があり，学長か

ら，検討することとしたい旨発言があった。 

 

（４）令和２年度概算要求について 

渡邊理事から，資料７に基づき，令和２年度概算要求について，本学の運営費交付

金の概要及び機能強化経費の要求事項並びに施設整備概算要求事業の概要について報

告があった。 

 

（５）平成 30 年度財務諸表の承認について 

渡邊理事から，資料８に基づき，令和元年８月３０日付けで文部科学大臣から平成
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３０年度財務諸表の承認について通知があった旨報告があった。 

 

（６）平成 30 年度決算剰余金（目的積立金）の承認について 

渡邊理事から，資料９に基づき，令和元年９月２０日付けで文部科学大臣から剰余

金の翌事業年度への繰越し等の承認について通知があった旨報告があった。 

 

（７）工学部・環境理工学部の再編について 

高橋理事及び菅副学長から，資料１０に基づき，工学部と環境理工学部を再編統合

し，令和３年４月に設置予定の新生工学部の構想について報告があった。 

これに対し，新学部の名称を変更しないことの検討状況及び理由，入学試験及び入

学後のコース選択の方法，再編に伴い止める授業の有無について質疑応答があり，コ

ース名からは建築や土木を履修することがわからないため履修可能な事項もしっかり

広報することや文理融合の文言使用についての指摘があった。 

 

（８）岡山大学におけるベンチャー企業支援策について 

那須理事から，資料１１に基づき，大学発ベンチャー企業支援策として，収益を伴

う事業（知的財産実施許諾等）の対価として現金に代えて新株予約権等を取得するよ

うに制度整備を行った旨報告があった。 

 

３ その他 

（１）その他 

渡邊理事から，監事候補者の選考について説明があった。 

 

（２）次回開催日について 

次回は，１月２２日（水）１３時３０分から鹿田地区において開催することとなっ

た。 

 

以 上  

 

 


